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家畜の種の分類 

分類 ウシ ブタ ニワトリ 

門 脊索動物門 脊索動物門 脊索動物門 

綱 哺乳綱 哺乳綱 鳥綱 

目 鯨偶蹄目 鯨偶蹄目 キジ目 

科 ウシ科 イノシシ科 キジ科 

属 ウシ属 イノシシ属 ヤケイ属 

種 オーロックス イノシシ セキショクヤケイ 

亜種 ウシ ブタ ニワトリ 

品種とは 

家畜の場合、種以下の分類として品種や系統が用いられる 
（動物分類学による区別ではなく産業目的の分類） 

品種 

同じ種から生まれ、形態、生理、能力等が他のものと

区別できるような特徴を持った遺伝集団 

地理的または人為的原因で他と隔離されて形成される 
・外見上の特徴による分類の例：長角種、短角種、無角種など 

・用途による分類の例：乳用種、肉用種、毛用種、役用種など 

系統 

同じ品種から生まれ、形態、生理、能力等が他のもの

と区別できるような特徴を持った遺伝集団 

系統交配や近親交配などによって作られることが多い 

種間交配と品種間交配 

種間交配 

子ができる場合もあるが、繁殖能力がない場合が多い 

スイギュウ 黒毛和種 × 子ができない 

バンテン 黒毛和種 × 雄の子には繁殖能力がない 

品種間交配 

子は問題なくできる 

黒毛和種 褐毛和種 × 子ができる 

黒毛和種 コブウシ × 子ができる（両者は亜種の関係） 

ラバとケッテイ：異質二倍体 

ウマとロバの間に生まれた子供 

ウマの染色体は 2ｎ＝64、ロバの染色体は 2ｎ＝62 

ウマ 

ｎ＝32 

ロバ 

ｎ＝31 

ケッテイ 

2ｎ？＝63 

ロバ 

ｎ＝31 

ウマ 

ｎ＝32 

ラバ 

2ｎ？＝63 

染色体数が奇数のためほとんどが生殖機能不全になる 

ラバのメスの出産例は60以上に対し、ケッテイは1例 

1位  ニワトリ 134億 

2位  ウシ 13億 

3位  ヒツジ 10億 

4位  ブタ 9億 

5位  ヤギ 7億 

世界と日本の家畜の数 
調査年月は不明 

名古屋大学家畜資源学 福田勝洋 

世界 日本 

1位  ニワトリ 3億 

2位  ブタ 980万 

3位  ウシ 470万 

4位  ヤギ 4.1万 

5位  ヒツジ 2.7万 

ニワトリは宗教的な忌避が少ないうえに、小さいので飼育しやすい 

＊イスラム教徒やユダヤ教徒は豚肉を摂取しない 

＊ユダヤ教徒は馬肉、ラクダ肉、兎肉も摂取しない 

＊ヒンズー教徒は全ての肉、特に牛肉を忌避する（牛乳は摂取する） 

日本の家畜と用途 

和牛･国産牛･交雑種 

ホルスタインなど 

黒豚など 

ブロイラーなど 

白色レグホンなど 

ウシ 

ブタ 

ニワトリ 

肉用牛 

乳用牛 

肥育豚 

肉用鶏 

卵用鶏 

肉 乳 卵 
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ウシの分類 

鯨偶蹄目 

ウシ亜目 ウシ科 

キリン科 

シカ科 

他 

ウシ亜科 

ヤギ亜科 

他 

ウシ亜目は反芻する 

ヤギ属 

ヒツジ属 

ウシ属 

ウシ亜科 アフリカスイギュウ属 

アジアスイギュウ属 

ウシ属 

他 

ウシ 

ヤク 

バンテン 

ガウル 

コープレイ 

ウシは原牛（オーロックス）を約6000年前に家畜化したもの 

オーロックスは1627年に絶滅した 

世界のウシ 

数値は全て2011年のもの（主要国のものに限る） 

インド ブラジル 中国 USA EU その他 

321 105 191 93 87 214 

飼育頭数 

（百万頭） 

合計 

1010 

USA ブラジル 中国 インド EU その他 

12 8 9 6 3 20 

牛肉生産量 

（百万トン） 

合計 

57 

EU USA 
ロシア 

ブラジル インド その他 

137 89 53 31 107 

牛乳生産量 

（百万トン） 

合計 

447 

31 

ウシの伝播 

200万年前 

原牛出現 

20万年前 

コブ牛出現 

約1万年前 

ウシの家畜化 

16世紀 

アメリカ大陸へ 

17世紀 

原牛絶滅 

18世紀 

オーストラリア大陸へ 

18世紀？ 

コブ牛の導入 

？ ？ 

18世紀 

イギリスで近代的 

改良の開始 

© 動物の写真 えれあの画像 

日本のウシ 

弥生時代？ 朝鮮半島から導入 

 主に役用として、食用、皮革用としても利用 

飛鳥時代 乳製品の伝来と利用（酪・蘇・醍醐） 

天武天皇の殺生禁令（牛、馬、鶏、犬の肉食禁止 

奈良時代以降 度重なる殺生禁断令・肉食禁断令 

肉用牛としての改良はほとんど行われてこなかった 

役用牛としては主に中国地方で改良が進められてきた 

乳用に西洋種（エアシャー、ジャージー）を輸入 明治初期 

乳用としてホルスタインを輸入 

役肉用として西洋種との雑種作成を試み失敗 

 雑種牛の役用能（賢さ等）が低い、肉質が悪い 

明治中期 

在来種の長所を生かす改良に方針転換 大正時代 

江戸時代 徳川綱吉の生類憐みの令 

日本の肉用牛の歴史 
＠ ナスアグリサービス 

「家畜飼育の基礎」並河ら著 

1971年 1981年 1996年 

乳用種 
10.6％ 

肉用種 
89.4％ 

35.2 

64.8 

37.6 

62.4 

明治時代以降の外国種との交雑により現在の和牛が完成 

和牛は1960年くらいまで役用目的で飼育されていた 

 貴重な労働力、厩肥の生産、ヒトが食べない草や稲わらを飼料に利用 

農業機械の発達とともに肉用に改良 

牛肉の需要の高まりに伴い乳用種の利用も進む 

肉用牛の構成の移り変わり 

和牛 

      黒毛で有角、日本全国で飼育 

在来種にシンメンタール等を交配させてできた 

肉質が優れており、霜降り肉になりやすい 

黒毛和種 

      褐毛で有角、主に熊本と高知で飼育 

在来牛に朝鮮牛やシンメンタールを交配させてできた 

粗飼料利用性に優れ放牧に適している 

褐毛和種 

      褐毛で有角、主に東北や北海道で飼育 

南部牛とショートホーンを交配させてできた 

粗飼料利用性に優れ放牧に適している、赤身が美味しい 

日本短角種 

      黒毛で無角、主に山口で飼育 

黒毛の在来牛とアバディーン･アンガスを交配させてできた 

飼育数が少ない 

無角和種 
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アバディーン･アンガス（黒毛･無角） 

肉質が良い 

ヘレフォード（白＋褐毛･有角、無角もいる） 

大型で頑健だが肉質は良くない 

外国の肉牛 

ショートホーン（毛色は様々･有角で大型） 

肉質が良いが良好な飼養が必要 

西アジアおよびヨーロッパ由来のウシ 

コブウシ系 

粗食に耐え、暑さに強く、疾病に対する抵抗性も高い 

インド原産で熱帯・亜熱帯地方や、オーストラリア北部、 

アメリカ南部、中央アメリカ、南アメリカ北部で飼育 

南アジア由来のウシ 

乳牛の代表的な品種 

ホルスタイン・フリーシアン              明治時代に日本に輸入 

ドイツ原産でオランダで乳用に改良された 

有角で増体が良く乳量が多い 

        昭和時代に日本に輸入 

スイス原産でアメリカで乳用に改良された 

有角で寒暑耐性がある 

ブラウンスイス 

     明治時代に日本に輸入 

英仏海峡のガンジー島原産で乳用に改良された 

環境適応性が高い 

ガンジー 

      明治時代に日本に輸入 

英仏海峡のジャージー島原産で乳用に改良された 

小型・有角でやや神経質 

ジャージー 

ブタの分類 

イノシシ科 

ペッカリー科 

イノシシ亜目 

鯨偶蹄目 

イノシシ属 

イボイノシシ属 

カワイノシシ属 

モリイノシシ属 

バビルサ属 

ブタは8000年前にイノシシから家畜化された 

他のイノシシ科の動物からは家畜化されていない 

ペッカリー科はイノシシに類似しており、南北アメリカ大陸

に生息しているが、こちらも家畜化されていない 

北アメリカでは家畜のブタが野生化している 

ブタの伝播 

紀元前7000年 
ヨーロッパイノシシ 
の家畜化 

紀元前6000年 
アジアイノシシの家畜化 
と中国在来種の作出 

東西交流による 
中間品種作出 

16世紀 
アメリカ大陸へ 

逃げ出しだした 
ブタが野生化 

18世紀 
オーストラリア大陸へ 

？ 

？ 

18世紀 

イギリスで近代的 

改良の開始 

かつてのブタの分類 

ベーコンタイプ（加工用型） 
中躯が長い 

赤身が多く、脂肪量が少ない 

大ヨークシャーやランドレース 

ミートタイプ（生肉用型） 
赤身と脂肪のバランスが良い 

中ヨークシャーやバークシャー 

（デュロックやハンプシャーも分類される） 

ラードタイプ（脂肪用型） 
赤身が少なく脂肪が多い 

植物油が普及したため改良が進んでいない 

（デュロックも分類される） 

ブタの品種 

耳が垂れている 耳が立っている 

デンマーク原産 

大型で繁殖能力が高い 

イギリス原産 

大型で繁殖能力が高い 

黒色で顔･肢･尾が白い 茶色で耳が垂れている 

イギリス原産 

中型で強健、肉質が良い 

アメリカ原産 

強健で肉質･飼料効率が良い 

大ヨークシャー（W） ランドレース（L） 

バークシャー（B） デュロック（D） 
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主な西洋品種の作成 
© ナイス・ポーク・チバ推進協議会 

イギリス 

ヨークシャー地方 

バークシャー地方 

エセックス地方など 

デンマーク 

アメリカ 

イベリア半島、西アフリカ 

赤色豚 デュロック 

大型在来種 大ヨークシャー ランドレース 

中型在来種 

中国種 

中ヨークシャー 

中型在来種 

中国種 

バークシャー 

大型在来種 サドルバック種 ハンプシャー 

世界のブタ 

数値は全て2011年のもの（主要国のものに限る） 

477 65 150 37 17 51 

飼育頭数 

（百万頭） 

合計 

798 

中国 EU USA 

ブラジル 

その他 

ロシア 

52 23 10 3 14 

豚肉生産量 

（百万トン） 

合計 

105 

2 

中国 EU USA 

ブラジル 

その他 

ロシア 

中国には48の在来種と12の改良品種がある 

（改良品種は20世紀以降に作出されたもの） 

中国のブタ 

中国でもブタの家畜化が進められており、48の在来種がある 

代表的な在来種 

・華北型：民豚・黄准黒豚・八眉豚 

・華中型：金華豚・大花白豚・華中 

     両頭烏豚 

・華南型：海南豚・五指山豚・香豚 

・江海型：太湖豚・梅山豚 

・西南型：烏金豚・内江豚 

・高原型：蔵豚 

新しく作られた品種 

浙江中白豚・北京花豚Ⅰ系・湖北白豚 

・北京黒豚・上海白豚・三江白豚など 

© 動物の写真 えれあの画像 

日本のブタ 

弥生時代？ イノシシを飼育していた？ 

飛鳥時代 朝鮮半島からブタと養豚が伝来 

奈良時代以降 度重なる殺生禁断令・肉食禁断令 

南西諸島や鹿児島などの特定地域でのみ飼育 

バークシャーと中ヨークシャーが導入 

一般農家でのブタの飼育が始まる 

明治時代 

ランドレース、大ヨークシャー、ハンプシャー、 

デュロックが導入 

昭和中期 

中国から梅山豚、民豚、金華豚、北京黒豚など 

中国種が導入（後に輸出禁止となる） 

昭和後期 

室町時代 南西諸島に中国系ブタが導入（この末裔が島豚） 

江戸時代 薩摩藩に南西諸島由来の黒豚が導入 

繁殖 産子数 肉質 強健 

ランドレース ◎ 12-14 ◎ ○ 

大ヨークシャー ◎ 12-14 ○ ◎ 

バークシャー △ 7-9 ◎ ◎ 

デュロック △ 7-9 ◎ ◎ 

イノシシ × 4-5 ？ ？ 

ブタの特徴 産子数は一腹あたり 

強いヘテローシス 弱いヘテローシス なし 

強健性 産子数 体長 

子ブタの初期発育 肥育ブタの飼料効率 背脂肪の厚さ 

子ブタの育成率 肥育ブタの後期発育 ロースの大きさ 

ブタの雑種強勢（ヘテローシス） 

Ａ Ａ×Ｂ Ｂ Ａ Ａ×Ｂ Ｂ 

雑種強勢 雑種弱勢 
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LW LW 

LWD 

ランドレース（L） 

発育･繁殖性に優れる 

大ヨークシャー（W） 

発育･繁殖性に優れる 

強健性･肉質･発育に優れる 

デュロック（D） 

強健性･肉質に優れる 

三元交雑 
© 畜産zoo鑑 

産子数が多い 

家禽 

ダチョウ目 

キジ目 

他 

ダチョウ科：ダチョウ 

ヒクイドリ亜科：エミュー 

他 

他 

キジ科：ニワトリ・ウズラ・キジ 

シチメンチョウ科：シチメンチョウ 

ホロホロチョウ科：ホロホロチョウ 

他 

カモ目 カモ科：アヒル・ガチョウ 

ハト目 ハト科：ハト 

ヤケイ 
© 畜産zoo鑑 

© 雉科情報 

© ゴリの発見 

セイロンヤケイ 

アオエリヤケイ 

ハイイロヤケイ 

セキショクヤケイ 

ニワトリの家畜化は5000年前だと言われている 

セキショクヤケイを家畜化したと考えられている 

セキショクヤケイ：Gallus gallus、ニワトリ：Gallus gallus domesticus 

domesticusは「飼いならされた」という意味 

ニワトリの伝播 

紀元前5000年 
セキショクヤケイの 
家畜化 

16世紀 
アメリカ大陸へ 

？ 

ニワトリの伝播と改良 

南太平洋諸島 

中国・インド 朝鮮半島等 日本 

インド ペルシャ ローマ ヨーロッパ 新大陸 

レグホン 

ミノルカ 

アンダルシア 

地中海沿岸種 

サセックス 

コーニッシュ 

ドーキング 

英国種 

プリマスロック 

ロードアイランドレッド 

ワイアンドット 

米国種 

コーチン 

ブラーマ 

アシール 

アジア種 

地鶏 

小国 

軍鶏 

日本種 

東南アジア 

セキショクヤケイ 

現在、ニワトリには約300の品種がある 

（内種を入れると2000以上） 

白色卵 

肉用鶏型 

闘鶏型 

ニワトリの種類 

用途 
産卵数 

（年間） 

成鶏の体重（kg） 

オス メス 

白色レグホーン 卵 280 2.5 2 

横斑プリマスロック 卵･肉 200 4.0 3.0 

白色コーニッシュ 肉 100 5.5 4.0 

卵用種 

卵肉兼用種 

肉用種 ブロイラー 

地鶏など在来品種 

日本鶏や海外の愛玩品種 

実用鶏 

観賞用鶏 
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© 独立行政法人家畜改良センター 

肉用鶏の改良 

黒色 

コーチン 

コーチン 

灰色 

ドミニーク 

横斑 

プリマスロック 

白色 

プリマスロック 

ロードアイランド 

レッド 

ニュー 

ハンプシャー 

アシール 

マレー 

褐色コーニッシュ 

インディアンゲーム 

白色コーニッシュ 

現在よく用いられているブロイラー 

軍鶏 

主な日本鶏の系譜 

コ
ー
チ
ン 

普
通
地
鶏 

小
地
鶏 

東
天
紅 

黒
柏 

尾
長
鶏 

大
軍
鶏 

中
軍
鶏 

小
軍
鶏 

大
唐
丸 

矮
鶏 

地
頭
子 

比
内
鶏 

名
古
屋 

河
内
奴 

尾
曳 

唐
丸 

声
良 

薩
摩
鶏 

蓑
曳 

八
木
戸 

金
八 

ブ
ラ
マ 

烏
骨
鶏 

その他 軍鶏 地鶏 小国 

日本農林規格に記載されている在来種は39種ある 

江戸時代初期 

シャム国から 

平安時代 

唐から 

紀元前三世紀？ 

大陸から 

明治時代までに国内で成立または導入され定着した品種 

会津地鶏 

伊勢地鶏 

岩手地鶏 

インギー鶏 

烏骨鶏 

鶉矮鶏 

ウタイチャーン 

エーコク 

横斑プリマスロック 

沖縄髯地鶏 

尾長鶏 

河内奴鶏 

雁鶏 

岐阜地鶏 

熊本種 

久連子鶏 

黒柏鶏 

コーチン 

声良鶏 

薩摩鶏 

佐渡髯地鶏 

地頭鶏 

芝鶏 

軍鶏 

小国鶏  

矮鶏 

東天紅鶏 

蜀鶏 

土佐九斤 

土佐地鶏 

対馬地鶏 

名古屋種 

比内鶏 

三河種 

蓑曳矮鶏 

蓑曳鶏 

宮地鶏 

ロードアイランドレッド 

在来種 JASに記載されている在来種 

･日本農林規格（JAS）に記載されている在来種由来の血液 

 百分率が50％以上である 

･飼育期間が80日以上である 

･28日齢以降は平飼いで1ｍ2あたり10羽以下で飼育したもの 

地鶏の条件 

北海道 北海地鶏 

秋田 比内地鶏 

福島 川俣シャモ 

茨城 奥久慈しゃも 

栃木 栃木しゃも 

群馬 上州風雷どり 

東京 東京しゃも 

山梨 甲州地どり 

岐阜 美濃地鶏 

愛知 名古屋コーチン 

滋賀 近江しゃも 

京都 京地どり 

大阪 葵の地鶏 

兵庫 丹波地どり 

奈良 大和肉鶏 

和歌山 紀州鶏 

鳥取 大山黒鶏 

岡山 おかやま地どり 

徳島 阿波尾鶏 

香川 讃岐コーチン 

愛媛 姫っこ地鶏 

福岡 はかた地どり 

長崎 つしま地どり 

熊本 熊本コーチン 

大分 豊のしゃも 

宮崎 みやざき地頭鶏 

鹿児島 さつま地鶏 

沖縄 やんばる地鶏 

地鶏の例 

世界の鶏 

数値は全て2011年のもの（飼育羽数は2010年、主要国のものに限る） 

17 13 13 9 3 23 

鶏肉生産量 

（百万トン） 

合計 

78 

USA 中国 EU その他 BR MX 

中国 USA 日本 MX その他 

24 3 5 2 2 27 

合計 

65 

鶏卵生産量 

（百万トン） 

IN 

4803 1623 2100 1239 866 8827 

合計 

19458 

中国 USA BR その他 ID IN 

鶏飼育数 

（百万羽） 

ID：インドネシア 

BR：ブラジル 

IN：インド 

MX：メキシコ 

代表的なウシの品種 

品種 原産国 

黒毛和種 日本 

褐毛和種 日本 

日本短角種 日本 

無角和種 日本 

ホルスタイン＊ ドイツ 

ブラウンスイス スイス 

ジャージー イギリス 

ガンジー イギリス 

アンガス＊ イギリス 

品種 原産国 

ショートホーン イギリス 

ヘレフォード イギリス 

シャロレー フランス 

ブラーマン アメリカ 

ネロール インド 

カンクレー インド 

オンゴール インド 

ギル インド 

＊は名称を省略しています 
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代表的なブタとニワトリの品種 

品種 原産国 

中ヨークシャー イギリス 

大ヨークシャー イギリス 

ランドレース デンマーク 

ハンプシャー アメリカ 

バークシャー イギリス 

デュロック アメリカ 

白色コーニッシュ イギリス 

白色プリマスロック イギリス 

横斑プリマスロック イギリス 

品種 原産国 

ロードアイランド＊ イギリス 

ニューハンプシャー イギリス 

白色レグホン デンマーク 

烏骨鶏 アジア 

コーチン 中国 

矮鶏 日本 

小国 日本 

軍鶏 日本 

地鶏 日本 

＊は名称を省略しています 


